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安富 歩 (京都大学人文科学研究所 )
①貨幣 は選択権の 束である
今か ら7年 ほど前､私が学部の 4回生の ときの 羊とであ ったo私 は生 れて初めての
海外旅行 に出た｡当時の私 は大学の汚 い自主管理寮 に住み､親からの仕送 り月額金 5
万 円也 で生活するという極度の貧困学生であ り､このような極貧学生 に行 くことの出
来る外 国 といえば､それは中国に他な らなかった｡大阪 ･上海 を繋 ぐフェリーで往復
すれば 5万 円もかか らず ､ しか も中国国内の旅行費 は驚 くほど安か った｡それどころ
か､中国国内では私 は貴族 であったと言 っても良 いか もしれない.一般 の中国人 には
到底泊 ることの出来ないホテルに泊 り､彼等の口には到底入 ることのない料理 を毎 日
食べ るのであるか ら､それは貴族 と言えな くもないのであるO
では何故 ､ 日本の極貧学生が中国に行 くと貴族 になるのだろうか ?私 の学んだ経済
学 はこの間 に答 えて くれなかった｡在 り得べき答 えは､ ｢それは両国の物価水準が違
うか らだよ｡中国は物価が安 くていいね ～ ｡｣とい うノンキな ものである｡ しか しこ
れは全 く答 えにな っていない｡何故 な ら､ どうしてそんなに物価水準が違 うのか とい
う問が直 ちに生 じるからである｡暫 くボ ンヤ リ考 えた末 に､私 が この間に与 えた答 え
は､ ｢貨幣が選択権の束であるか ら｣というものであった｡すなわ ち､ 日本円と中国
元の関係 は､高 島屋の商品券 と生協の食券 の関係 に等 しい と考 えたのである｡高島屋
の商品券 と生協の食券は､たとえ同 じ千 円の額面の ものであ って も等価 で交換 される
とは考 えられず ､食券の方が相 当割 引かれるはずである｡ これ と同 じ埋屈 で中国元が
日本 円に対 して割引かれている ことが､中国の物価 の安 い原因であると考 えたのであ
る｡そ して私 は､商品券 と食券 の差異 を､両者の交換できる財 の種類の大小 に求めた｡
すなわち､貨幣が この ような選択権 の束であ り､日本円 と中国元の選択権 の巾の大小
がそれぞれの貨幣の交換価値 を決定 し､その結果 ､極貧学生が貴族 にな った りすると
考えたのである｡
②貨幣 は散逸構造である
上記 の様 な説明を考えた私 はやがて､そのような貨幣 -選択権の束が どの ように し
て生成 し､存在 し続 けるのか､ とい う問 を立てることにな った｡この厄介 な問題 を考
える為 に､簡単なモデルを作 ることにしようo ここにn種類の財があ り､n人の人間
がお り､それぞれが 1種類の財 を 1単位持 っている としよう｡それぞれの人間は相異
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な った効 用関数 を持 って いる｡ ここで経済学 の流儀 に従 うと､各経済 主体 は とんで も
な く凄 い計算 力 を持 って いて ､瞬時 に 自 らの効 用 を最大化 す る解 を発 見 し､瞬時に 交
換が行 なわれ､ この系 の参加者 全員 は直 ちに最大満 足状態 に到達 す る､ と仮 定 する こ
とにな る｡ この最大満足状態 は ｢均衡 (equilibrium)｣と呼 ば れるO も しとの よ う
な仮定 が満 たされ るな らば､貨 幣な ど全然 要 らな い し､発 生 す る こ ともな い｡ レか し､
この仮定 は人間の計算力 を余 りに も過 大評価 して い る上 に､経済主体 間 の相 互作,;用 を
無視 して いる とい う点 で ､呆 れ る くらい理想気体 で ある｡ そ こで この仮定 を廃 し､そ
れぞれの主体 が経済空 間の中 を ウロウロ歩 いていて ､ たまた ま擦違 った他者 の持 って
いる財 と自分 の効 用 を比較 し､閥値 を越 える差 があ ったな ら ｢交換 して ヨ !｣と ｢■｣
を相手 に向 ける とい うふ うに考 え よ う｡ この ｢◆ ｣ が両方 か ら向け られ たな らば､メ
デタク交換 が成立 す ることにな る｡
こうい う悠長 なモデル を考 えて しば ら く眺めて いる と､あ る財 に偶 々 ｢◆｣が集 中
する とい う事態 が観察 され るであろ う｡ そ うする と､ この ｢◆ ｣ の集 中 した財 は ｢ヰ｣
が集中 している とい うその ことに よって ､他 の財 の所有者 の ｢■｣ を惹 きつ ける力 を
持つ ことになる｡何故 な ら､沢 山の ｢■｣の くっつ いて いる財 を持 って いれ ば 自分 の
望みの財 と交換 しうる確率 が飛躍 的 に高 まるか らで ある｡ か くして この ｢◆｣の集 り
は ドン ドン成長 して ゆき､やがて選択権 の束 =貨幣 とな るのである｡
しか し､ ここで問題 があ る｡貨 幣が発生 して交換 が 円滑 に行 なわ れ る よ うにな る と､
系 は ｢均衡 ｣ 状態 に接近 して ゆ くので ある｡均 衡状態 に接 近 す るにつ れて ､各主体 は
満足 して しまって ｢◆｣を出さな くな る｡ ｢●｣が 出な くな ると､ ｢■｣の束 は当然
消滅 して しまう｡つ ま り貨 幣 は消滅 して しま うので ある｡
では何故貨幣 は消滅 しないで この世 に存在 して い るのか ｡それは生産 と消 費 が あ る
か らで ある｡ この系 の経済 主体 を､ある財 を持 って いてそ れ を別 の財 と交換 す る とい
う風 に考 えて きたために､系が均衡状態 に接近 して交換 の必要が消滅 して しま ったの
であるが､実際 には人間 は財 を生産 し或 いは消費 し､常 に交換の必 要 を生 み だ し続 け
るので､ ｢◆｣が 出な くなる ことはないの であ って ､ ｢■｣の束 も消滅 した りは しな
いので ある｡すなわ ち､経済 が生産 や消 費 によって外界 に開かれ た シス テムで あ るな
らば､そ こに貨 幣 とい う散逸構造 が生成 し､存続 しうるの である｡
(詳 しくは安富 歩 /葛城政 明 ｢貨 幣 と選択権 ｣ ､ 日本 評論社 『経済評 論 』の今 年 の
9月号 ぐらいに掲 載予定 ､を参照 して下 さい.それ がイヤ な らば､ 〒606-Ol京大 人文
科学研究所 安富 歩 まで請求 して下 さい｡ )
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